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    第
１
次
試
験
日
　
9
月
２１
日
豸
 

試
験
内
容
　
教
養
試
験
、
適
性
検
査
、

集
団
面
接
 

受
験
資
格
　
昭
和
６３
年
4
月
2
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方
で
高
校
を
卒
業

し
た
方
ま
た
は
平
成
２１
年
3
月
ま

で
に
卒
業
見
込
み
の
方
 

募
集
人
員
　
4
人
程
度
 

申
込
方
法
　
8
月
１４
日
貅
〜
２１
日
貅

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
土
・
日

曜
日
を
除
く
）
の
間
に
衣
浦
東
部

広
域
連
合
事
務
所
（
刈
谷
市
小
垣

江
町
西
高
根
２０４
番
地
１
）
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

提
出
書
類
な
ど
　
市
販
履
歴
書
に
必

要
事
項
を
記
入
（
家
族
欄
は
記
入

不
要
）
し
、
成
績
証
明
書
、
卒
業

（
見
込
）
証
明
書
を
添
え
て
受
付

期
間
中
に
本
人
が
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
記
載
事
項
の
確
認
を
行
い

ま
す
。 

※
や
む
を
え
な
い
事
情
（
本
人
入
院

な
ど
）
に
よ
り
本
人
が
持
参
で
き

な
い
場
合
は
、
事
前
に
連
絡
を
い

た
だ
け
れ
ば
郵
送
で
も
受
け
付
け

ま
す
が
、
受
付
期
間
内
必
着
で
お

願
い
し
ま
す
。 

問
合
せ
先
 

　
衣
浦
東
部
広
域
連
合
総
務
課
人
事

係
 

　
蕁
６３‐0
1
3
2
 

                １
　
猫
の
飼
い
主
の
方
へ
　
　
 

　
猫
は
犬
と
違
い
、「
つ
な
い
で
飼

う
」
こ
と
が
今
の
と
こ
ろ
義
務
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
自
由
に

外
出
さ
せ
て
い
る
方
が
見
ら
れ
ま
す
。 

　
し
か
し
、
外
に
出
せ
ば
 

漓
他
人
の
家
・
敷
地
内
に
侵
入
し
、

荒
ら
す
（
花
壇
を
掘
り
返
す
、
糞

尿
を
す
る
、
台
所
に
入
る
な
ど
） 

滷
ゴ
ミ
捨
て
場
で
、
ゴ
ミ
を
あ
さ
る

こ
と
に
よ
り
、
環
境
衛
生
が
悪
化

す
る
。 

③
避
妊
・
去
勢
手
術
を
し
て
い
な
い

場
合
、
年
3
回
も
子
猫
が
産
ま
れ

て
し
ま
う
（
産
ま
せ
て
し
ま
う
）。 

な
ど
に
よ
り
、
地
域
の
大
き
な
環
境

問
題
や
、
子
猫
の
飼
い
主
探
し
な
ど

大
き
な
問
題
に
直
面
し
ま
す
。 

　
是
非
、
ケ
ー
ジ
飼
い
を
行
う
か
、

室
内
の
み
で
飼
育
し
、
発
情
に
よ
る

ト
ラ
ブ
ル
や
不
幸
な
命
を
産
ま
せ
な

い
た
め
に
避
妊
・
去
勢
を
お
こ
な
い

家
族
の
一
員
と
し
て
、
一
生
涯
大
切

に
飼
育
し
て
く
だ
さ
い
 

2
　
飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
餌
や
り

を
し
て
い
る
方
へ
 

　
餌
や
り
を
行
う
に
は
責
任
あ
る
行

動
が
重
要
で
す
。 

漓
餌
や
り
と
同
時
に
、
の
ら
猫
を
い

っ
た
ん
保
護
し
、
避
妊
・
去
勢
手

術
を
行
い
元
の
場
所
に
帰
す
。 

滷
帰
す
際
は
、
そ
の
地
域
の
人
々
に
、

「
不
妊
手
術
を
し
て
あ
る
の
で
、

次
世
代
は
生
ま
れ
な
い
こ
と
」。 

　「
地
域
で
生
き
る
猫
は
、5
〜
6
年

程
度
し
か
生
き
ら
れ
な
い
の
で
順

次
少
な
く
な
っ
て
い
く
こ
と
」 

　「
糞
尿
の
始
末
も
行
い
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
努
力
す
る
」
な
ど
説

明
し
、
理
解
を
求
め
る
こ
と
が
重

要
で
す
。 

③
餌
や
り
に
際
し
て
は
、
そ
の
場
所

に
餌
が
あ
る
こ
と
が
知
れ
渡
る
と
、

猫
を
捨
て
て
い
く
人
が
出
る
の
で
、

な
る
べ
く
人
の
目
に
触
れ
な
い
よ

う
な
場
所
を
選
択
す
る
こ
と
も
重

要
で
す
。 

④
ま
た
、
排
泄
物
に
つ
い
て
も
「
ね

こ
ト
イ
レ
」
を
餌
場
の
周
囲
に
用

意
し
、
近
隣
住
民
の
敷
地
内
で
排

泄
し
な
い
よ
う
配
慮
し
、
ト
イ
レ

は
定
期
的
に
必
ず
清
掃
し
、
周
囲

の
環
境
を
悪
化
さ
せ
な
い
よ
う
努

め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

　
の
ら
猫
の
問
題
の
根
本
は
、
猫
を

捨
て
て
い
く
人
間
で
あ
り
、
こ
れ
は

重
大
な
犯
罪
で
す
。
捨
て
ら
れ
た
猫

は
、
必
死
に
生
き
よ
う
と
し
て
い
る

だ
け
で
、
猫
が
悪
い
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
捨
て
ら
れ
た
哀
れ

な
猫
を
、
自
分
の
飼
い
猫
で
も
な
い

の
に
、
保
護
し
、
自
腹
を
切
っ
て
手

術
を
行
い
、
餌
を
与
え
、
糞
の
始
末

を
し
て
い
る
人
も
多
く
お
ら
れ
る
こ

と
も
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
動
物
を

捨
て
る
こ
と
は
絶
対
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。 

問
合
せ
先
 

・
愛
知
県
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー
 

　
蕁
0
5
6
5‐５８‐2
3
2
3
 

・
　
市
民
生
活
グ
ル
ー
プ
 

　
蕁
５２‐1
1
1
1（
内
線
２６４
） 

     　
あ
い
ち
海
上
の
森
セ
ン
タ
ー
で
は
、

全
4
回
の
コ
ー
ス
で
、
森
に
つ
い
て

学
び
、
森
の
手
入
れ
な
ど
を
体
験
す

る
「
森
の
教
室
」
を
実
施
し
ま
す
。 

と
き
・
内
容
　
 

漓
9
月
２１
日
豸
　
観
察
と
調
査
　
 

滷
１０
月
１２
日
豸
　
学
習
と
手
入
れ
 

　（
ヒ
ノ
キ
林
の
手
入
れ
な
ど
） 

③
１１
月
１６
日
豸
　
学
習
と
手
入
れ
 

　（
雑
木
林
の
手
入
れ
） 

④
１２
月
7
日
豸
　
恵
み
と
工
作
 

※
各
回
午
前
9
時
か
ら
午
後
3
時
 

場
所
　
瀬
戸
市
南
東
部
「
海
上
の
森
」

（
海
上
の
森
入
口
駐
車
ス
ペ
ー
ス

集
合
、
愛
知
環
状
鉄
道
山
口
駅
か

ら
徒
歩
２０
分
） 

定
員
　
５０
人
程
度
 

参
加
資
格
　
 

・
小
学
校
4
年
生
以
上
（
小
中
学
生

は
保
護
者
同
伴
）
で
、
4
回
全
て

に
参
加
で
き
る
方
 

・
木
の
伐
採
（
手
鋸
）、
運
搬
な
ど

の
作
業
が
実
施
で
き
る
方
 

参
加
費
　
１２０
円
（
保
険
料
相
当
額
、

4
日
分
） 

申
込
方
法
　
は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
「
森
の
教
室
（
入

門
編
）
申
込
」
と
記
載
の
う
え
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
記
入
（
グ
ル
ー
プ
で
申
込
の
場

合
は
、
全
員
分
記
入
）
し
て
、
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

申
込
締
切
　
9
月
7
日
豸
（
当
日
消

印
有
効
） 

参
加
者
の
決
定
　
申
込
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
に
よ
り
決
定
し
、
応
募

者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。 

申
込
・
問
合
せ
先
 

　
あ
い
ち
海
上
の
森
セ
ン
タ
ー
（
〒

４８９

‐
0
8
5
7
　
瀬
戸
市
吉
野

町
３０４‐1
　
 

　
蕁
0
5
6
1‐８６‐0
6
0
6
 

　
薨
0
5
6
1‐８５‐1
8
4
1
 

　
Ｅ
メ
ー
ルka

is
h
o

＠p
re
f.a
ic
h
i 

　.lg
.jp

 

 

衣
浦
東
部
広
域
連
合
 

消
防
職
員（
高
校
卒
）募
集
 

平
成
２１
年
4
月
採
用
 

猫
の
適
切
な
飼
い
方
 

餌
や
り
の
仕
方
 

森
の
教
室（
入
門
編
） 

参
加
者
募
集
 


